
第６学年４組 理科学習授業案

授業者 森竹高裕

１ 日 時 平成 年９月１７日

２ 単元名 『東海地震 ～命を守る防災』（３時間扱い／本時は第２時）～参観会の授業として

３ 本時の目標 ２つのテレビ局の映像を見ることを通して、事前の防災対策が重要であることがわかる

そのために何を事前に準備しておいたらよいかを考えることができる。

４ 本時の展開

学習の流れと予想される子どものあらわれ 留意点

緊急地震速報を視聴する ・緊急地震速報を視聴して、

・最初の10秒が生死を分ける。大振動後は何もできない。 最初の１０秒の大切さを

再確認する。

ＮＨＫとＳＢＳの映像を見てみよう。何か違いがありますか？

・ＳＢＳ：大きく揺れている。パソコンや戸棚が倒れた。 ・各局の階と防災対策

・ＮＨＫ：あまり揺れていないように見える。パソコンも倒れない。 ＮＨＫ：２階。足もとを固

定。パソコンは下にジェ

同じ地震だったのに、どうしてこんなに揺れが違うのだろう？ ルを敷いていた。

・防災対策（ＰＣをジェルで固定）の違い。 ＳＢＳ：４階。建物は免震

・場所によって揺れが違った。 構造。（ＰＣの固定はして

いないはず）

わが家の危険渡チェックをしよう。 ・事前に書いてきた家の間

取り図を見ながら、家具

タンス テレビ 食器棚 の固定など、防災対策の

有無について検討する。

本棚 靴箱 危険箇所には赤印をする。

どうしても用意しておきたい３つのモノは何ですか？

ラジオ 食料 ライト

・情報が必要 ・食べ物がない ・夜だと困る

グループで相談して、大切

水 靴 救急セット な物３つとその理由につい

・水道が止まる ・足が傷つかない ・ケガをしたとき て考える。

最初の１０秒以前に、防災対策をすることが大切なんだな。

・親子でまた考えてみましょう。


